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228 國際測地學地球物理學同盟の決議
郵船測地學地球物理學同盟の決議
　天山郭界に於いて全世界の砺究的蓮絡【i「國隣天文同盟j（lnternational　Astr。no－
　mical　Union）であって，三年目に一回づ㌔総會為開き，（現に今1928年七月にばオ
　ランダ國ライデン市で第三圖純會が開かれる筈），其の他各種の事業なしてみるが
此2）同盟定學術上の關係最も深いのば「國際測地學地球物理學同盟」（lnternational
Geodetic　and　GeoPhysical　Union）．であって・實際此の二種の國際同盟にば各國共
　同じ學者が關係してみるのが多い・此の同盟に今まで
　　第一回二三を　1922年　／タリヤのロマ市で開き，
　　第二回　同　　1924年　スペインのマB‘　Siド市で開き（「天界」第號第頁）
　　第三回　同　　1927年　チエク　のプラーグ市で開いナこ・
　第三回の総會に於いて決議された事項は次の通りである：一
1　ブリユセル市で1926年六月29口開かれナこ國際研究凝議により・）加盟各
　國は今後金貸フランで其の経費割當額を嫁出すべきであるが，始め定め
　られた金額は其れ挙々比例によって記載金額を三分の一乃至五分の一に
　減するこミ，何Eなれば始め1919年にかの金額が定められた頃は1800金
　フランが2600紙フランに相擁してゐナこから．故に，1928年から當分此の
　金額は900金フランミ改め，之れを研究會議事務局及び各國委員に通知
　するこミ．
正　アメリカ代員たちの希望により，今後，本同盟の絡會は國際天文同盟
　の総會ε同年ほSh同時期に，叉，場所も近所で開くこε．ついては事務
　局は此の件に關し國際天文同．盟の事務局ε交渉すべし，
皿　M．Charles　Lallemand氏の同盟総長：重任．
皿　測地學部では一
　潜航艇隊を有する各戸では，Vening－Meinez氏の方法により成るべく早
　く海上の重力測定を行ふこε．
v　地震部學では一
　（1）地震観測所を下の所々に設くるやう希望す。
　　a）スペイン北部及びバレアル諸島（スペ1ンの槻測網完成のため）
　　b）ニウカvドニア及びタヒチ（フランス殖民地の観測網完成のため）
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　（2）アメリカ委員の要求により海底ε其の起伏，重力偏差，地震中心等
　　Sの關係を研究するやう望む．
W　氣象學部では一
　（1）コロンボ，テブ，ホンコン，セaロン，南阿プレトリア，濠州メル
　　ボーン，南太面面アピア等に於て行はれた高暦氣象観測報告を大に漱
　　心し，省ほ之れ等を國際的協力により績行ずるこε．
　（2）此の部の協議録は研究盛者の希望あり訳無，各國委員より交附する
　　事．
西　海洋學都では一
　（1）地震學部及び火山學部ミ協同して　boresの現象研究に關する記録
　　を集めるこεにつεむる特別委員會を作るこミ■t
　（2）氣象學部NS協同して爾極地方の氷が氣候（特に南米牟球の）に影響す
　　る件の研究委員を作る事．
珊　火山學部では一
　（1）地球の温度傾斜の研究が純學術上にも其の鷹用上にも重要なるによ
　　り，イタリや政府は心内の火山殊にゴスヴ山の研究を研究會議に委托
　　するやうすNむ．
　（2）エグア海中の死火山及び溶岩研究の重要なるに鑑み，アテンス大學
　　の岩石學研究所の事業を系統的に綾行ずるやう望む．
　（3）アテンス練士院のKtenas教授の要求によりサントリン群島中の
　　Kamenas諸島0）新火山にFouqu6εいふ名を認むるこξ．
　（4）溶解1粘に近き固膿及び液艦Magma中の縦波及び横波傅達速度測定
　　の重要なるに鑑み，此の如き地方を有する憲章にて此の種の測定を試
　　むるやうすNめる事．
